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龍ケ崎市市民活動センターだより  VOL.１４６ 

発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 島村宏之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １５１ 団体 

  当センター登録会員数   ６，９１３人 

  ８月来館者数             ２２０人 

  ８月印刷機利用枚数    ５，０４１枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２１年１０月号 

 市民団体活動紹介シリーズ ２ 

地域の情報発信「龍ケ崎インフォメーションボード」 
FacebookやYouTubeなどの情報ツールを活用し、様々な龍ケ崎の情報発信を続けられている、

龍ケ崎インフォメーションボード代表 田中加代さんとお話させていただきました。 

先ず、活動の原点からお聞きしました。 

この活動を始めるきっかけは、1999年龍ケ崎の若手有志によるコミュニティーラジオ局を作ろうと

いう機運が高まった時、田中さんもこの運動に参加しましたが結果が出ずに挫折。でもあきらめき

れないので、ラジオに代わる情報発信を模索する中で、一時期RYUCOMという龍ケ崎の情報サイトを知り、そのお

手伝いをしました。そして2013年4月～2015年９月までの２年半年、ラヂオつくばの「＠（あっと）タウン龍ケ崎」という

情報番組を担当し、パーソナリティーとして龍ケ崎のホットな情報を発信されました。 

こうした経験を生かし、2016年１月に「龍ケ崎インフォメーションボード」を立ち上げ、同年5月からライブ配信を始

められました。ライブ配信された情報はYouTubeチャンネルでいつでも観られるそうです。 

心がけていることは、頑張っている人にフォーカスし、その人の立場で情報発信をすることです。アンテナを張り

巡らし、活動の分野に拘らないで、頑張っている人を見つけると、どこにでも出かけて即座にライブ配信します。今

後は特にアートイベントなどの若い人たちのサポートがもっと出来ればと、活動に前向きです。 

現在、龍ケ崎インフォメーションボードは少数精鋭で活動していますが、コロナ禍が終息し、イベントが増えると取

材活動が活発になるので、もっと仲間が欲しいと田中さんは話されました。 

こうした情報発信に興味のある方はぜひ、龍ケ崎インフォメーションボードFBページをご覧ください。そして仲間に

加わって活動しませんか。 

また、何々の情報を取り上げて欲しいといった要望があれば、FBページに気軽に書き込んで下さいとのことで

す。 

https://www.facebook.com/radio.ryugasaki 

10月23日（土）13時30分～15時30分、当センター2階パソコン室にて、青山学院大学のコミュニティ人間科学部特任

教授山本裕一氏による入門編の講座が開かれます。市民活動の人材を紹介したり、市民活動を始める方々の相

談に乗るなどボランティア活動をコーディネートする人材の役割について考えます。実際に活動されている田賀氏

を招いてコーディネート業務の実践事例も報告していただきます。ご興味のある方、ぜひ、ご参加ください。 

「みんなで考えるボランティアコーディネーターの役割」講座のご案内 



「牛久シャトー非公開施設見学＆食事会」開催のご案内 
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1338年（延元3/建武5）南北朝の動乱で南朝の武将新田義貞は足利尊氏率いる

北朝軍に敗れ、越前藤島（現福井県福井市）にて討ち死にしました。亡骸は近くの

称念寺（現福井県坂井市）住職により手厚く埋葬されました。 

時は移り、文明年間（1469-1486）上州太田(現群馬県太田市)金山城の重臣横

瀬貞氏は称念寺より祖父にあたる新田義貞の遺骨を金山城内に移し金龍寺を創

建しました。当時の金山城主は同じく新田一族の岩松家純でしたが、横瀬氏は専

横を極めておりました。年月が経ち、横瀬氏は下剋上により金山城の主となり、本

拠地の由良の荘を採って由良と改めました。 

由良成繁の代、1584年（天正12）小田原北条軍が難攻不落といわれた金山城を

軍略をもって攻め落とします。由良氏は嫡男国繁を人質に取られ北条方の軍門に

下り、桐生城へ本拠を移します。それに伴い金龍寺も桐生城内へ移されました。 

1590年（天正18）羽柴秀吉軍が小田原城を攻撃し、北条支配地の上州にも侵攻

します。病死した成繁に代わり、一軍を纏めたのが、成繁の正室赤井氏（妙尼印）

でありました。赤井氏は秘密裏に羽柴軍の大将前田利家に馳せ参じ、孫の貞繁(国

繁長子)を大将として秀吉方として参戦する旨を伝えました。 

こうして秀吉方として戦った由良氏は北条氏滅亡後、秀吉より常陸国牛久5,400

石の領地を与えられ、嫡男の由良国繁が岡見氏滅亡後の牛久城主となりました。

当初、金龍寺は現在の得月院(牛久市城中町)に置かれましたが、直ぐに岡見氏菩

提寺であった東林寺(牛久市新地町)を金龍寺と改め義貞の墓も移しました。 

しかし、由良氏の領地は国繁没後没収となり、新たに牛久藩主となったのは関ヶ

原の功労者山口重政でした。 

行き場を失った由良氏の菩提寺金

龍寺は、1666年（寛文6）幕府の庇護の

下、現在地の若柴に移されました。 

旧水戸街道若柴宿の一角、新田義

貞の墓は金龍寺本堂の裏手にひっそ

りと佇んでいます。四基並んだ五輪塔

の向かって左から新田義貞、横瀬貞

氏、由良国繁、不明の順に並んでいま

す。 

 龍ケ崎ヒストリー第７回「新田義貞の墓」 

「牛久シャトー非公開施設見学＆食事会」を開催します。  

龍ケ崎市と牛久市は、明治・大正期に大規模な開拓が行われ、その歴史を今に伝えるレンガ建

築物が作られました。 

牛久シャトー（明治36年）と竹内農場西洋館（大正9年）というお互いの文化財にふれ、歴史と文

化を知り、龍ケ崎市民と牛久市民の交流を深めることをねらいとして企画しました。 

今回は第一弾として、牛久シャトーの普段は見られない非公開施設を牛久シャトー(株)のガイドで見学し、レス

トランでランチを召し上がっていただきます。 

NPO龍ケ崎建物保存会から「女化原開拓と牛久シャトー」の説明も聴けます。 

２０２１年１０月１６日（土）１１：３０～１３：３０ 

・主催：龍ケ崎市市民活動センター、NPO龍ケ崎建物保存会 

・後援：龍ケ崎市教育委員会 

・協力：牛久シャトー株式会社 

・募集人数：20名（事前申込、先着順） 

・参加費：3,000円（昼食代、ガイド料、資料代、保険代） 

・申込・問合せ：龍ケ崎市市民活動センター 

          （電話0297-63-0030） 

             ９/２４（金）より受付開始しています（月曜休館） 
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